
患者の意思を尊重した人生の最終段階における医療の実現に向けた取組

人生の最終段階における医療体制整備事業

モデル事業の評価機関

 ガイドラインに準拠した医療・ケアチームに対する研修会の開催
 モデル事業を実施する医療機関に対する⽀援・進捗管理・評価 等

 ⼈⽣の最終段階における医療に係る相談にのる医療・ケアチームを配置する。（医療・ケ
アチームのメンバーは評価機関が開催する研修会を受講する。）

 相談員は患者からの相談に応じるとともに、必要に応じて関係者の調整を⾏う。
 医療内容の決定が困難な場合は、複数の専⾨職種からなる倫理委員会を設置する。
 事業実施においては、研究機関と連携するとともに、事業の評価に必要な報告等を⾏う。

医療機関
（26年度は10か所。27年度は5か所程度を予定）

【医療・ケアチーム】
医師（必須）、看護師、

MSW等

研修、事業支援、
進捗管理等

実施状況、評価に必
要な報告等

【背景・課題】
 人生の最終段階における医療について、医療従事者から適切な情報の提供と説明がなされた上で、患者が医療従事者と話

し合いを行い、患者本人による決定を基本として、進めることが重要。
 このため、平成１９年に「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン」を策定し、周知を図っているが、

医療従事者に十分認知されているとは言えない状況である中※、人生の最終段階における医療に係るより充実した体制整
備が求められている（社会保障制度改革推進法、持続可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関する法律）。※平成24年度人生の最終段階におけ

る医療に関する意識調査
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平成26年度予算 54百万円 10か所
平成27年度予算 32百万円 5か所程度
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平成26年度⼈⽣の最終段階における医療体制整備事業 参加医療機関

NO. 所在都道府県 医療機関名 病床数
1 北海道 社会医療法人恵和会 西岡病院 98
2 岩手県 岩手県立二戸病院 300

3 千葉県 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 925

4 東京都 地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 550
5 新潟県 南魚沼市立ゆきぐに大和病院 199

6 長野県 諏訪赤十字病院 455
7 岐阜県 独立行政法人国立病院機構 長良医療センター 468

8 大阪府 独立行政法人 国立循環器病研究センター 612
9 徳島県 医療法人凌雲会 稲次整形外科病院 48

10 熊本県 社会医療法人芳和会 くわみず病院 100

【北海道】
社会医療法人恵和会

西岡病院

【大阪府】
独立行政法人

国立循環器病研究センター

【徳島県】
医療法人凌雲会

稲次整形外科病院

【新潟県】
南魚沼市立ゆきぐに大和病院

【東京都】
地方独立行政法人

東京都健康長寿医療センター

【岐阜県】
独立行政法人国立病院機構

長良医療センター

【熊本県】
社会医療法人芳和会

くわみず病院

【長野】
諏訪赤十字病院

【岩手県】
岩手県立二戸病院

【千葉県】
医療法人鉄蕉会
亀田総合病院


